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林業・木材産業成長産業化促進対策交付金

１ 対策の概要

（１）目 的

戦後造成した人工林が本格的な利用期を迎える中，これらの森林資源を循環利用し，

林業の成長産業化を図ることが重要な課題となっている。

このため，意欲と能力のある林業経営体に森林の経営・管理を集積・集約化すると

ともに，川上から川下までの連携による生産・加工・流通コストの一体的な削減を図

るべく必要な支援を行う。

（２）主な内容

①持続的林業確立対策

間伐材生産，資源を高度利用するための施業，路網整備、高性能林業機械の導入

等への支援を行う。

②木材産業等競争力強化対策

上記①と連携した木材加工流通施設，木質バイオマス利用促進施設等の整備への

支援を行う。

③林業成長産業化地域創出モデル事業（公募事業）

地域の森林資源を循環利用することで，地元に利益が還元され，その活性化に結

び付くモデル的な取組に対する支援を行う。

（３）事業実施主体

都道府県，市町村，森林組合，森林整備法人等，選定経営体，

林業者等の組織する団体，木材関連業者等の組織する団体 など

（４）交付率

定額（１／２，４／１０，１／３以内等）

（５）事業期間

平成３０年度 ～ 平成３４年度（５カ年）
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２ 令和元年度事業計画（施設整備（ハード））

（１）持続的林業確立対策

㎥素材生産量を，現状値３５３千 （平成２８年度素材生産量値）から，５年後に

㎥ ㎥は４８０千 （１２７千 増）まで増産することを目標に，次のとおり「高性能林

業機械等」の整備を実施し，県産材の増産体制の強化を図る。

○高性能林業機械等の整備

《参考》

○高性能林業機械等

プロセッサ 林道や土場などで、全木集材されてきた材の枝払い、測尺、玉切

りを連続して行う自走式機械。

フォワーダ 玉切りした短幹材をグラップルクレーンで荷台に積んで運ぶ集材

専用の自走式機械。

（イメージ）

プロセッサ フォワーダ

事業内容
実   施
市町村

事業実施主体
全体事業費
（千円）

交付率
交付金

（国費）
（千円）

高性能林業機械等

　プロセッサ 1台 21,770 1/3 6,719

　フォワーダ 1台 11,124 3,430

計2台 細計 32,894 10,149

32,894 10,149

神山町 徳島中央森林組合

合計 ２台
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